
研究分野

研究課題名

予算区分

誌験研究実施年度・研究期間

担 当

協力・分担関係

〈目的〉

増観技術 市瓦(魚類部
栽培資漉ブランド・ニッポン推進事業(まこがれい〉

国補 (県1/2)

H. 1 5 - H. 1 9 

山田嘉暢

水産振興課

本事業は第四次栽培神謀謹搾計画で対象種に選定されたマコガレイにっし、て種苗生産および放流技術の開

発に取り組む。

〈試験研究方法〉

1.種苗生産技術開発

天然魚から人工採卵を行い、成長・生残率・餌料系列等の項目について検討した。また、体色異常および

形態異常魚の防除技術開発として、飼育水温の比較による試験を実施した。

2.中間育成技術開発
飼育環境等を検討し、生残率の向上およE嫉病対策等を実施し、安泊句な中間育成技術の開発を行った。

3.放訴註訴|守開発

サイズ別の放流を実施し、最適な放流サイズを検討する。また市場に水揚げされる標識放流魚の混獲状況

を調査し、再捕率を把握する。

4.関話基調査

漁獲統計資料を整理し、放流効果を推定するための基礎資料とする。

〈結果の概要・要約〉

1.種苗生産捌守開発
42万尾のふ化仔魚を用いて 109"'"'-'218日間の飼育誤験を行い、平均全長 23.9"'"'-'85.5mmサイズの種苗

77，615尾を取り揚げた。訴験終了時の生残率は18.5%で、あった。 4型水槽による飼育水温を比較した誤験の
結果、耕佐骨癒合割合は飼育水温20'C群より 10'C群で低川頃向が見られた。体色異常およて形態異常では、

飼育水温による差は見られなかった。

2.中間育成技体調発
140日間の飼育試験を行った結果、平均全長107.7(106.0"'"'-'175.Omm)サイズの種百を832尾生産した。生

残率は55.5%で、あった。

3.放揃術開発

マコガレイ人工魚は放流後1日(3尾)、 3日(1尾)、 9日(2尾)に採集されたが、いずれも放言馳在の淋代沖5mで、

のみ採集された。採集されたすべてのマコガレイ人工魚の消化管内には、種不明だが摂餌が見られた。本年

の調査から、放流後9日間は放流海駒司辺に留まっていることが示唆された。

また、三沢計漁協において平成15年3月6日から5月31日までの87日間に水揚げされたマコガレイ5，138
尾を調査した結果、銘柄「中J(全長22"'"'-'26cm)に標識制体色異常魚)が2忠平成12年放詐誹)含まれていた。

4.関i室調査
マコガレイの神獲!量は、県全体では357-----487トンで推移しており、平成14年の海域別では日本海が30.8

トン(8.6%)、津軽海峡が19.8トン(19.8%)、陸奥湾が152.3トン(42.7%)、太平洋が 103.3トン(28.9%)であ

った。当事業の調査海域で、ある太平洋海域では103.3-----190.7トンで推移しており、平成13年からやそ械少

傾向にある。

〈主要成果の具体的なデータ〉
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表4 大型水槽におけるマコガレイ種苗量産試験結果

水 槽 収 容 取り婦げ
生産 水温

SNO 大きさ個数 尾数 密度 平均全長 月日 飼育日数屋数 平坦全長生残率国次 区分 月日
旬、(面) (万尾) (万尾/m3) (mm) (日) (毘) (mm) (ちも)

16"C群 A 20 3/10 18 1.0 4.2 6/27 109 32.800 23.9 

16"C群 c 10 3/10 B 0.8 " 7/ 9 121 18，150 52.6 
16"C群 D 10 3/10 " 8/ 6 149 8，870 50.3 

16"C群 E 10 3/11 " 4.0 8/ 6 149 6，775 32.3 18.5 

8/ 8 151 1，500 64.0 

10/14 218 3，130 85.5 

10/14 21自 6，390 78.6 

42 77. 615 

表6 大型水槽における形態異常の出現状況

生産 水温 水槽
観察 飼育 飼育水温 平均全長

形態異常区分叫
個体 日数 (範囲) (範函)

国次 区分 区分
(尾〉 (日) ケC) (rrm) A B 8' c 

16"C群 3Om3NO.l 127 218 17.8 (4.2-22.0) 85.5 (65.0-117.0) 99.2 0.0 O. 8 0.0 

16"C群 2Om3A 136 218 17.0 (4.2-21. 9) 78.6 (56.0-107.0) 97.8 0.0 2.2 0.0 

判・有瀧未発表形態異常分類図

表7 大型水槽における体色異常の出現状況

観察飼育
無llH側、 無限側、

生産 水温 水槽 個体 回数
無理側(%) 有眼側(%) 有llH側とも有llH側とも逆位

回次 区分 区分 に正常 に異常

(尾) (日〕 正常 1/2;<:;黒化 1/2<黒化 正常 1/251:;自化 1/2<白化 (覧) (覧) (首)

16"C群 3Om3NO.1 127 218 64.6 29.9 。.0 93.7 6.3 0.0 64.6 2.4 0.8 

16"C群 2伽13A 136 218 31. 9 67.6 2.2 94.1 5.9 0.0 29.4 2.9 2.2 

表11 小型水槽における替盤骨癒合の状況

試験 水温
観察 平均 稚体の癒合率(%) 腹維癒合 尾椎癒合個体 癒合

区分 区分
(尾) 骨数 事E合なし 軽度 中度 重度

率(首) 事(弛)

Al 20"C群 50 5.1 18.0 20.0 24.0 38.0 46.0 82.0 

A2 20"C群 50 3.4 44.0 18.0 18.0 20.0 16.0 56.0 

81 20"C群 50 6.3 22.0 26.0 12.0 40，0 16.0 78，0 

82 20"C群 38 6.4 13.2 34.2 18.4 34.2 13.2 86，8 

Cl 10"C群 50 1.0 68.0 20.0 8.0 4.0 10喝。 32.0 

C2 10"C群 50 0，4 82.0 16.0 2.0 。。 0.0 18.0 

塞12 豊国重盛詰墜誼皐

生産 水温
水 稽 収 蓉 斎 育 取り蕩げ

生残事
回次 区分 材質 容量個懲月日 尾敏 密度平均全長 水温{範囲) 飼育回数月日 尾敏 密度 平均全長(範囲)

旬、{個) .. - (尾) (罵/m可 (11111) ("C) {日) .. - (尾) (尾/m3) (馴) (%) 

1 16"C群 FRP角型 10 8/8 1. 5∞ 150 64.0 16.0 (9.0-20.2) 140 12/25 832 83.2 107.7(106.0-175.0) 55.5 

表13マコガレイ人工程首の遺跡鯛査結果

放流後の
年月日 経過回数 底層水温

(日) ("C) 

マョガレイ人工種簡の採集尾致(属)

四川西 潟代 細谷

5m 10m 2白n 5m判 10m 20m 5m 10m 20m 

000300000  HI5/10/15 

HI5/10/16 

HI5/10/n 

HI5/10/20 

HI5/10/23 

判放流地点
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〈今後の問題点〉

体色異常および形態異常魚の出現を低減できる適正な飼育環境および餌料環境を検討する。

天然魚のナーサリーを把握する。

〈次年度の具体的計画〉

-全長30mmサイズの種苗10万尾の中間育成およひ放流用種苗の育成を行う。体色異常および形態異常
の比率を低減する。

.sOmmサイズ、 2万尾の放流種苗の育成を行う。
・最適な放流サイズを拒躍する.

-放流効果を推定する。

〈結果の発表・活用状況等〉

H15資源増対繍開発事業機司会

H15青森県栽培漁業推進委員会
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